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　神奈川県中南部大磯丘陵の地質については、大塚

 （１９２９） 以前より今日まで様々な研究者によって調査・研

究が行われてきた。同丘陵の地質は、下位より、中新統

高麗山層群北大磯層・千畳敷山層、鮮新統上部～更新統

下部三浦層群大磯層・谷戸層・剣沢層・鷹取山層、更新

統中部前川層・羽根尾層・二宮層群・沼代層に区分され

ている （Ito、１９８６；蟹江ほか、１９９９など。図１）。しかし

ながら同丘陵の層序は、新第三系の露出が断片的で層位

関係の確認が困難であること、また第四系は岩相の側方

変化が著しいことから研究者間によって層序区分が異

なっている （蟹江ほか、１９９９）。

　神奈川県温泉地学研究所では、１９９３年、大磯丘陵中東

部において、神奈川県西部地震予知研究推進の一環とし

ての地下水位観測を目的とした井戸の掘削を行い、その

際５００ mのオールコア試料が得られた。地下水位観測施

設の概要は、横山ほか （１９９５） に詳しく述べられているの

で本論では省略する。本論では、大磯丘陵の層序解明の

基礎資料とするために、同コア試料の岩相を記載し検討

した結果を報告する。
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　本コアの掘削地点は、神奈川県中郡二宮町百合ヶ丘の

二宮町立一色小学校敷地内にあり、孔口の標高は約５２ m

である （図１）。

　本コア試料の孔口より深度４． ７５ m までは、表土およ

び風化残留粘土よりなる （図２）。

　深度４． ７５ m ～１９９． ６０ m は、主として灰色～黒灰色の

凝灰質シルト岩より構成される。コア試料で見られる限

りでは、ほぼ塊状無層理もしくは弱く成層しており、そ

の傾斜角は、約０～１０°である。また全層準を通して、

層厚が数cm～数十cmの火山灰層を多数狭む。これらの

火山灰層は、黒色のスコリアもしくは灰色の火山岩片を

含むものが多いが、一部は白色の軽石を含む層準やゴマ

シオ様の凝灰岩 （１８７． ２５-１８７． ４７ m） も認められる。これ

ら火山灰層は、数 cm の薄層もしくは掘削時にブレッ

チャ化してコア形状を留めていない場合がほとんどであ

る。生砕物については、肉眼で二枚貝の破片がわずかに

認められたのみである。岩相および層位学的位置より深

度４． ７５ m～１９９． ６０ mは二宮層群と考えられる。なお本
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コア試料には、小島 （１９５４） の切通し凝灰質砂礫岩層、春

川ほか （１９７７） の妙見層、矢野 （１９８６） の妙見砂岩部層など、

二宮層群の最下部層とされる砂岩層に相当するものは認

められなかった （図３）。

　本コア試料の深度１９９． ６０ m ～５００． ００ m は、主として

小礫から大礫までの礫岩より構成される。礫種は、安山

岩と緑色凝灰岩が多く、次いで黒色頁岩と石英閃緑岩が

みられ、まれに赤色チャート、白色凝灰岩が見られる。

形状は亜円礫～亜角礫で、それらは礫支持の状態にある。

基質は黒色の砂岩・シルト岩からなる。本層は弱く成層

しており、その傾斜は約３０°である。生砕物としてわず

かながら二枚貝化石片が見られる。岩相および層位学的

位置より深度１９９． ６０ m ～５００． ００ m は鷹取山層と考えら

れる。本コア試料の鷹取山層中には、基質の砂岩 ･ シル

ト岩が礫状にみられる部分が存在する （図４）。これは、

礫状の砂岩 ･ シルト岩と周囲の基質との境界が漸移的で

あり、礫状の砂岩 ･ シルト岩中に周囲の小～中礫が混入

していることから、偽礫であると考えられる。このこと

は、Ito  （１９８６） が本層を pebble ～ cobble size の礫岩と礫混

じり砂岩の混合層とし、水中扇状地チャネル堆積物とみ

なしたことを支持する。

　二宮層群の地質年代については、石灰質ナンノ化石に

よる年代の報告 （田口ほか、１９９９） があり、大磯町虫窪の

小田原厚木道路北側斜面の露頭にみられる鍵層Mk-３中

に、Okada and Bukry （１９８０） の石灰質ナンノ化石帯、

CN１４a と CN１４b の境界があるとした。これは佐藤ほか

 （１９９９） の対比基準面３ （０． ４１Ma、Psudoemiliania lacunosa

の消滅層準） に相当する。また、二宮層群の火山灰層序

学的研究には、上杉ほか （１９７９）、矢野 （１９８６）、田口ほか

 （１９９９）などの研究がある。本研究に用いたコア試料にも

多数の火山灰層が狭在するが、前述の３つの研究におけ

る非常に特徴的な鍵層 （例えば、上杉ほか （１９７９） の Nu-４

 （赤コロッケ） ＝矢野 （１９８６） の Ni-５＝田口ほか （１９９９） の

Mk-３など） は見出されなかった。これは、上記研究が二

宮層群分布域の東部に位置する、模式地の虫窪周辺で行

われており、本研究のコア掘削地点と離れていることや、

本コア試料では地表で観察される層準より下位の層準を

観察している可能性などが考えられる。
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　温泉地学研究所二宮観測井の掘削の際に得られたコア

試料より、同地点の地下地質は、孔口から４． ７５ mまでが

表土および風化残留粘土、４． ７５ m より１９９． ６０ m までが

凝灰質シルト岩を主とし、火山灰層を挟在する二宮層群、

１９９． ６０ mから孔底の５００ mまでが礫岩からなる鷹取山層

である。本コア試料には、切通し凝灰質砂礫岩層 （小島、

１９５４）、妙見層 （春川ほか、１９７７）、妙見砂岩部層 （矢野

１９８６） などの二宮層群の最下部層とされる砂岩層に相当

するものは認められない。また、本コア試料の鷹取山層

中には、基質の砂岩 ･ シルト岩が礫状にみられる偽礫が

多く存在し、これは本層が水中扇状地チャネル堆積物

 （Ito、１９８６） であることを支持する。
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